
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壬生野地域防災計画 

2025（令和 7）年３月 1日 

壬生野地域まちづくり協議会 

災害に強い壬生野地域を目指す！ 

 

・台風や豪雨による洪水・土砂災害 

・地震（頓宮断層地震 震度６強 南海トラフ地震 震度６弱） 

・地域（各地区）で安否確認ができるか。（高齢者や独居者のケアなど） 

・地域で避難所の運営ができるか。 

・訓練参加者を増やしていく必要がある。 

・行政や関係団体との連携が必要。（幼少期からの防災教育など） 

 ・個人や地域での備蓄が不足しているのではないか。 

・個人や地域での防災備蓄を進めます。 

・毎年訓練を実施し、多くの人に参加してもらう機会を作ります。 

・地域で高齢者や独居者などのケアができるように検討します。 

・行政や関係団体と連携しながら防災の取組みを進めます。 

・地域で避難所を運営できるよう、ルールなどを検討します。 

・地震や大雨などによる停電・断水等のライフライン途絶 



 



災害時における『自助・共助・公助』のあり方を再確認できた視察でした。

『災害に強い地域づくり』

三重大学の川口准教授による講演

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

202２（令和４）年度 

： 住民主体訓練（安否確認、避難） 

１１月６日（日） ９時３０分～開会式 

伊賀市総合防災訓練 

※荒天等中止 

 

  運動場 ： 救出訓練、消火訓練 

          災害体験（起震車、煙道） 

          自衛隊車両、警察車両、消防車両の展示 

  体育館 ： 避難所開設・設営訓練、救護訓練 

          自衛隊災害活動パネル、防火パネルの展示 

※本年度の訓練は、壬生野地域まちづくり協議会との合同開催です。 

訓練でやりたいことの意見を
出しました。

➢安否確認

➢情報伝達・共有方法

➢避難所運営 など

壬生野地域の防災の課題につ
いて意見を出しました。

➢防災意識・防災力

➢次世代への引継ぎ など

壬生野地域まちづくり協議会

壬生野地域の防災活動のふりかえり

壬生野地域防災通信

７月２３日（土）壬生野地域防災講演会

壬生野地域災害対策本部訓練

防災訓練チラシ

消防団 倒壊家屋救出訓練

起震車体験

避難所開設訓練

自主防災組織による
安否確認訓練

救出救護訓練

地域や小学校、市、関係機関が連携した訓練を実施でき
ました。また、訓練までの過程においても地域全体で防
災について考えることができ、自助・共助の力を高める
ことができた訓練となりました。
引き続き、壬生野地域の防災力・コミュニティ力向上を
図るため、訓練を実施していきます！

壬生野地域総合防災訓練会議などの開催
伊賀市と合同で開催した壬生野地域防災訓練の企画や事前研修、地域防災マニュアルや安否
確認シートの検討など、防災小委員会６回、訓練打合せ会議６回、研修会３回開催しました。

２０２０年度～２０２２年度の3ヶ年にわたり、地域の防災力や災害対応力の向上、地
域間の連携、地域の連帯感の強化を目的に、防災への取り組みを行ってきました。

・防災講演会（三重大学川口准教授）“３ヶ年事業のキックオフ講演会”

・視察研修（和歌山県土砂災害啓発センター） ・図上訓練（ＤＩＧ）

・防災講演会（三重大学川口准教授） ・防災訓練 伊賀市防災・情報アプリ
（ＨＡＺＡＤＯＮ）
による情報発信訓練

2021年度の取り組み

地域の連携を密に！継続した訓練の実施！

2020年度の取り組み

2022年度の取り組み

避難所設営訓練

１１月６日（日）壬生野地域防災訓練（伊賀市と合同開催）

災害に強い壬生野地域を目指す！

安否確認訓練・情報伝達訓練

避難訓練・避難所運営訓練

７月９日（土）視察研修（浜郷地区、伊勢市防災センター）

『災害に強い地域づくり』と題して、壬生野小学校に
てご講演いただきました。202２年度の壬生野地域の
防災の取組への意識向上を図ることを目的とした防災
講演会でした！



壬生野地域防災訓練を振り返って

・防災についての認識を高めることができた。

・日頃からの意識が大切なので継続して行うべき。

・壬生野全域で訓練を行うことは、災害時に活かされると感じた。

・壬生野全域において実施できたことが大きな成果であり、その中

から安否確認シートや普段の地域福祉の大切さを確認できた。

・伊賀市と合同で実施したことで、壬生野全域での充実した訓練が

実施できた。

・各班に分かれての訓練はよかった。

・もう少し地区からの参加を多くし、幅広く知ってもらうことが必要。

・お年寄りや一人暮らしの人たちのケアを地域で考える必要がある！

・毎年訓練を実施し、より多くの人に体験してもらうことが大事。

・訓練の参加者を増やすことで、多くの人に防災意識が身につく。

・各区での防災訓練だけでなく、今回のように壬生野地域全体で実施

すると、より効果的な訓練ができると思う。

・防災の共通認識を高めるために、防災に関する資料を配布すること

も必要。

・地域内での防災資材の備蓄をしておく必要がある。

これからも防災意識を高めていきましょう！！

壬生野地域防災訓練後にアンケートを行いました。

３ヶ年の取り組みの成果！

災害時に安否確認を効率よく行うこ
とや、支援が必要な方の把握をする
ため、壬生野地域まちづくり協議会

で統一した安否確認・避難支援登録
シートを作成しました。

2020年度～2022年度の３ヶ年で行ってきた防災への取り組みを通
して学んだこと、体験したことをまとめた「壬生野地域防災マニュ
アル【避難編】」を作成しました。

今後も継続して防災活動に取り組み、壬生野地域の防災マニュアル
を作成していきます。
どんな災害が起こっても、壬生野地域の住民全員が助かるように、

みんなで力を合わせて頑張りましょう！

①3ヶ年における防災への取り組みについてどうでしたか？

②伊賀市との合同による壬生野地域防災訓練はどうでしたか？

③今後、防災（訓練）活動をどうすればいいですか？

④防災に関する意見

壬生野地域で統一した安否確認・避難支援登録シートを作成！

壬生野地域防災マニュアル【避難編】の作成！

〇壬生野地域防災マニュアル（自主防災組織編）の作成！

〇避難所運営マニュアルの作成！

〇幼少期からの防災教育！
（小学校・消防団・地域との連携事業）

２０２３年度の取り組み！



 

 

 

 

 

日頃の備え（地域を知ること、情報・備蓄品を備える） 

 ◎安否確認シートを作成し自治会に提出しておく。 

   毎年、自治会から照会のある“安否確認・避難支援登録シート”に家族の状況を記す。 

    （＊非常時の家族の連絡先や身体状況など支援を必要とする情報を記入する。） 

 ◎地域の避難場所や危険場所を観察しておく。 

   各家庭において、毎年、自治会で組織する自主防災組織の体制を確認するとともに、

各組集合場所及び一時立寄り所までの避難経路を熟知しておく。 

     （＊地域のイベントや集会などを通して、地域の安全に役立つ情報を取得しておく。） 

 ◎伊賀市防災・情報アプリ（ハザードン）を登録しておく。  

   伊賀市防災・情報アプリは緊急災害情報に加え気象情報、地震情報、土砂災害情報  

   火災情報、行政情報のほか壬生野地域まちづくり協議会や各自治会からの情報など 

が取得できます。（＊ハザードンの登録方法は市から各戸配布済みです。） 

 ◎災害に備えておくこと。 

    
 

 災害が発生したら（あなたの避難行動を考えましょう） 

（避難のタイミング） 

                               
 

 

 

 

 

 

 

壬生野地域防災マニュアル 
VOL.１【避難編】 

●備蓄品や非常持ち出し品を準備しておく。 

 食料品、衣類、感染対策品、日用品・簡易トイレや安全対策など

の生活必需品を用意しておく。 

●各家庭で最低 3日間（出来れば 1週間）過ごせるよう、飲料水

（1人 1日 3ℓ）や食料等を備蓄しておく。 

●大型家具などを固定して、屋内スペースの安全をキープする。 

 

警戒レベル １  

災害への心構えを高めましょう 

警戒レベル ２ 

避難に備え、ハザードマップ等により自らの 

避難行動を確認しましょう。 

 

 
警戒レベル ３ 高齢者等避難 

避難に時間を要する人（高齢の方、障害のある方、乳幼児等）とその支援者は 

避難を開始しましょう。その他の人は、避難の準備を整えましょう。 

警戒レベル ４ 避 難 指 示 

  速やかに避難先へ避難しましょう。避難先までの移動が危険と思われる場合は、 

近くの安全な場所や自宅内の安全な場所に避難しましょう。 

警戒レベル ５ 緊急安全確保 

   既に災害が発生している状況です。命を守るための最善の行動をとりましょう。 



自治会での災害対策（住民の避難支援準備） 

  ◎一時立寄り所の役割 ＜自主防災組織（区長・民生委員を含む）＞ 

      

 

 

    
 

災害対策本部会議（地域全体での受入れ準備） 

（組織の構成） 

     壬生野地域まちづくり協議会役員（区長を含む）・消防団幹部・壬生野小学校長 

     市との連絡調整・・・地区市民センター配備職員（市の配備基準により配置） 

       ＊壬生野地域各自主防災組織（区長・民生委員を含む）及び消防団と連携 

  （協議内容） 

    ①被害状況の取りまとめ（救援・救助の要請、倒壊家屋・インフラ復旧の要請） 

②避難所の開設・受入れ（開設準備・受入れ開始時刻・受入れ方法） 

③救援物資等の要請（避難所運営物資・食料など） 

拠点避難所の開設 

  ◎拠点避難所運営本部の設置 

   本部長…まち協会長 副本部長…壬生野小学校長・まち協副会長 

   事務局長…まち協地域安全部会長 各班長…まち協副会長・各自主防からの派遣者 

                        
 

                          

名 前   

住 所   

連絡先   

年 齢   性 別 男・女・他 

自治会名   
 

特記事項（病歴・アレルギー・薬など） 

  

  

  

住居可否 可・全壊・半壊・一部損壊・床上浸水・床下浸水 

ライフライン

ンン 

断水 ・ 停電 ・ ガス停止 
 

・自治会内の被災状況を取りまとめる。 

道路・河川・橋梁などの土木施設。 

ため池・排水路・用水路・農地などの農業用施設。 

住宅・倉庫などの建築施設。 

 

・避難支援登録者の避難場所を選定する。 

自宅避難が可能な状態か？ 

一時立寄り所での避難が可能か？ 

災害対策本部に拠点避難所の開設を要望するか？ 

・避難所への住民の輸送方法を考える。 

   自力で避難が可能な世帯の輸送方法を考えておく。 

移送に支援を要する世帯の輸送方法を考えておく。 

る世帯 

 

 

 

避

難所への住民の移送 

       自力で避難が可能な世帯、移送に支援を要

する世帯 

◎拠点避難所での受付 （避難者カードの活用） 

      ①一次受付…感染状況・健康状態のチェック 

      ②二次受付…自治会別に受付（居場所確認） 

＊避難所には避難者カードをお持ちください。 

・住民の安全を確認する（安否確認シートに記載の方の居場所を特定する） 

  自治会内で安否確認を行います。（避難支援は必要か？） 

 

避難者カード 



取扱注意（複写厳禁）　　　／　

(ふ り が な) 支援

名　前（必須記入） 有無

世帯主 男・女 連絡先 有

(本人) その他 電　話 無

男・女 連絡先 有

その他 電　話 無

男・女 連絡先 有

その他 電　話 無

男・女 連絡先 有

その他 電　話 無

男・女 連絡先 有

その他 電　話 無

男・女 連絡先 有

その他 電　話 無

男・女 連絡先 有

その他 電　話 無

男・女 連絡先 有

その他 電　話 無

No 名前（別居家族） 年齢

1

2

壬生野地域まちづくり協議会　※ 差し支えない範囲で出来る限り記入してください。 

特記

事項

親戚・兄弟姉妹等で最優先で連絡する人の名前、住所、連絡先、電話 防災上役立つ資格・特技と取得者

連絡先住所・電話番号（携帯）、施設入所者は入所施設名等を記入続柄

(固定)　　　　　　(携帯)
8

7

6
(固定)　　　　　　(携帯)

(固定)　　　　　　(携帯)

5

4
(固定)　　　　　　(携帯)

(固定)　　　　　　(携帯)

3

2
(固定)　　　　　　(携帯)

(固定)　　　　　　(携帯)

1

№ 続 柄 性別 年 齢
日中の連絡先（自宅以外）

(固定)　　　　　　(携帯)

㊙ 安否確認・避難支援登録シート

　　　　　　　　　　　　　令和　年４月１日 現在

　　　　　 区　　　　　 組　　　　　班

　区　長　　様

　私は、災害発生時に避難支援などで地域の援助を受けることを希望する

ため、下記の情報を提供することに同意します。

　令和 　 年 　 月 　 日　　世帯主住所

　　　　　　　　　　　　　　　 名前　　　　　　　　　　　  ㊞

 電話番号(自宅)　　　　　　　　　 (携帯)

支援を必要とする内容(身体症状などを記入)
(児童・生徒等の場合は学校名・学年を記入)



 

 

 

 

 

 

１．自 主 防 災 組 織 の 必 要 性  

 東海地震のような大地震から自分や家族の命を守るためには、さまざまな災害発生に備え、 
普段から十分な対策を講じておかなくてはなりません。しかし、ひとたび大地震が発生する 
と、災害拡大を防ぐためには、個人や家族の力だけでは限界があり、危険や困難を伴う場合 
があります。このような時、毎日顔を合わせている隣近所の人たちが集まって、互いに協力 
し合いながら、防災活動に組織的に取り組むことが必要です。 

 災害発生時はもちろん、日頃から地域の皆さんが一緒になって、防災活動に取組むための 
組織、これが「自主防災組織」です。 
 

２．自 主 防 災 組 織 の 役 割  

 自主防災組織は、大規模な災害が発生した際、地域住民が的確に行動し被害を最小限に止 
めるため、日頃から地域の安全点検や住民への防災知識の普及・啓発、防災訓練の実施など 
地震被害に対する備えを行い、また、実際に地震が発生した際には、初期消火活動、被災者 
の救出・救助、情報の収集や避難所の運営といった活動を行うなど、非常に重要な役割を担 
っています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

壬生野地域防災マニュアル 
VOL.２【自主防災組織編】 

自

主

防

災

組

織

の

活

動 

平常時  

災害時 

地域内の安全点検 

防災知識の普及・啓発 

防災訓練 

初期消火 

救出・救助 

情報の収集・伝達 

避難誘導 

避難所の管理・運営 

地域の危険性や家庭内

での安全点検及び各種

の防災訓練を通して、日

頃から大規模な災害に

備えるための活動です。 

大規模な災害が発生し

たときに、人命を守り、

災害の活動を防ぐため

に必要な活動です。 



3．自主防災組織とはどんな組織か                 
 
 自主防災組織は、基本的に会長・副会長・防災委員を中心とした組織体制で下図のような 

役割分担の班構成となっています。訓練を通じて必要な見直しを行いながら、地域の実情に 
応じた適切な組織体制としてください。また、災害時には、計画どおりことが運ぶ訳ではな 
いので臨機応変に弾力的な運用や指揮命令ができるよう対策を考えておきましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

班  名 平常時の活動 災害時の活動 

総 務 班 ・防災委員（各班）の人材確保 
・防災訓練の企画運営 
・各班に該当しない業務 

・防災委員（各班）の招集 
・災害対策会議の実施 
・関係機関との連絡調整 

情 報 班 ・防火防災意識の普及高揚 
・防災マップの作製 
・情報収集伝達訓練 

・災害情報の伝達 
・被害状況の把握 
・防災関係機関等との緊急連絡 

消 火 班 ・各家庭への安全対策の呼びかけ 
・初期消火の協力体制づくり 
・消火訓練 

・消火体制の確立 
・近隣事業所との連携 
・消防機関への協力 

救 助 班 ・救出・救護訓練 
・医療機関との協力体制の確保 
・要介護者の把握 

・負傷者等の把握 
・救出・救護活動 
・医療機関等への搬送 

避難誘導班 ・防災マップによる危険箇所の現
状把握 
・避難場所・経路等の周知 
・避難誘導訓練 

・避難経路の安全確認 
・避難誘導 
・避難場所における混乱防止 

給食給水班 ・給食資機材の確保 
・給水拠点等の把握 
・炊出し訓練 

・給食物資等の調達と配分 
・炊出し 

＊自主防災組織各班に班長を設け、会長の指示に基づき各班と連携して業務にあたること。 
＊消防団員は、非常時には災害対策本部の指示により活動するため、各自治会自主防災会 

の防災委員（班員）としないこと。 
＊拠点避難所開設時には、各自治会自主防災組織の救助班及び給食給水班から各自治会 

3 名程度の招集を行います。尚、拠点避難所混雑時には避難誘導班も同様に招集します。 
 

４．リーダーとして行うべきこと  

 自主防災組織のリーダーは、自らが防災に関する基本的な知識や技術を身につけるととも 
に、地域の安全点検、防災知識の普及、防災資器材の整備、危険が予想される箇所や自力で 
避難することが困難な災害弱者の把握、防災訓練の指導などを行い、日頃から住民の防災意 
識を高めることに努めます。 

（ア）各種台帳の点検・整備  
自主防災組織台帳、安否確認・避難支援登録シート、人材台帳などの更新・保管 

（イ）防災資器材の点検・整備  
防災委員全員で定期的な点検と取扱い方法の習熟を行うこと 

会 長 

副会長 

情 報 班 消 火 班 救 助 班 総 務 班 避難誘導班 給食給水班 
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山畑地区自主防災会 川東区自主防災会 川西地区自主防災会 西之澤地区自主防災会 希望ケ丘地区自主防災会 川西青葉台地区自主防災会  春日丘地区自主防災会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．リーダーとして行うべきこと  

（ウ）避難生活計画書の点検・整備 

   大地震発生時には多くの避難者が発生し大混乱となることが予測されます。避難生活を秩序良く運営するためには、あらかじめ避難生活計画書を作成しておく必要があります。 

   避難生活は複数の自主防災組織が集まって営まれるため、同じ被災地に避難する組織同士でよく話し合い、協力して避難生活計画書の作成を行う必要があります。 

伊賀市災害対策本部 

・本部長（市長） 

・防災危機対策局 

 ・伊賀支所 

・市民センター配備職員 

 ・伊賀市消防本部 

  

壬生野地域自主防災会（壬生野地域まちづくり協議会） 

災害対策本部会議           壬生野地域自主防災会 

 ・本部長（まち協会長）          ・総務班（全体調整・災害対策本部会議・各班に該当しない業務） 

 ・自主防災会実行委員長（まち協副会長） ・情報班（状況把握・情報伝達・関係機関との緊急連絡） 

 ・まち協三役、各区長（自治会連絡調整）   ・救助班（負傷者把握・救出救護活動・医療機関への搬送） 

 ・市消防団伊賀分団役員（消防団連携）     ・給食給水班（水・食料等の仕分け、炊出し） 

 ・壬生野小学校長（拠点避難所開設）        ＊まち協運営委員は壬生野自主防災会リーダーの任にあたる 

 ・防災士 など                 ＊各自主防災会の救助班、給食給水班は壬生野自主防災会の任にあたる 

 

 

 
 

総務班 (全体調整) 

情報班 

 (情報収集・伝達) 

消火班 (初期消火) 

救助班  

(負傷者の救出・救護) 

避難誘導班  

（住民の避難誘導） 

給食・給水班  

（炊出し給食・給水) 

総務班 (全体調整) 

情報班 

 (情報収集・伝達) 

消火班 (初期消火) 

救助班  

(負傷者の救出・救護) 

避難誘導班  

（住民の避難誘導） 

給食給水班  

（炊出し給食・給水) 

総務班 (全体調整) 

情報班 

 (情報収集・伝達) 

消火班 (初期消火) 

救助班  

(負傷者の救出・救護) 

避難誘導班  

（住民の避難誘導） 

給食給水班  

（炊出し給食・給水) 

総務班 (全体調整) 

情報班 

 (情報収集・伝達) 

消火班 (初期消火) 

救助班  

(負傷者の救出・救護) 

避難誘導班  

（住民の避難誘導） 

給食給水班  

（炊出し給食・給水) 

総務班 (全体調整) 

情報班 

 (情報収集・伝達) 

消火班 (初期消火)  

救助班  

(負傷者の救出・救護) 

避難誘導班  

（住民の避難 誘導） 

給食給水班  

（炊出し給食・給水) 

総務班 (全体調整) 

情報班 

 (情報収集・伝達) 

消火班 (初期消火) 

救助班  

(負傷者の救出・救護) 

避難誘導班  

（住民の避難誘導） 

給食給水班  

（炊出し給食・給水) 

総務班 (全体調整) 

情報班 

 (情報収集・伝達) 

消火班 (初期消火) 

救助班  

(負傷者の救出・救護) 

避難誘導班  

（住民の避難誘導） 

給食給水班  

（炊出し給食・給水) 

防災資機材等の整備例 

目的 防災資機材 

①情報収集・ 

伝達用 

防災無線機、電池メガホン、携帯用ラジオ、腕章 

住宅地図、模造紙、メモ帳、筆記用具等 

②初期消火用 可搬式動力ポンプ、消火器、簡易防火水槽、ホース、

防火衣、ヘルメット、水バケツ、防火井戸等 

③水防用 防水シート、土のう、杭、スコップ、かけや等 

④救出用 バール、はしご、のこぎり、スコップ、ジャッキ 

なた、ハンマー、ロープ、防煙防塵マスク等 

⑤救護用 担架、救急箱、テント、毛布、簡易ベッド等 

⑥避難所・ 

避難用 

リヤカー、車いす用避難器具、発電機、投光器、 

標識版、強力ライト、簡易トイレ、寝袋等 

⑦給食・ 

給水用 

炊飯装置、鍋、こんろ、ガスボンベ、給水タンク、 

緊急用ろ水装置、飲料用水槽等 

⑧訓練・ 

防火教育用 

模擬消火訓練装置、放送機器、組み立て式水槽、 

視聴覚機器、訓練用消火器等 

⑨その他 簡易資材倉庫、ビニールシート、携帯電話用充電器 
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